






beyerdynamic  TG 1000 29

第3章　TG  1000  UHF ハンドヘルドトランスミッター 

TG  V90w

単一指向性ダイナミックリボンマイクカプセルで、ボーカルに最適
です。
クリアーでナチュラルなサウンド。
フィードバックに強いです。

TG  V96w

単一指向性コンデンサーマイクカプセルで、ボーカルに最適です。
色づけのないサウンド。
トレブルを少しブーストしたオープンで控えめなサウンドが特徴で
す。
フィードバックに強いです。

マイクカプセルの取り付け方法
TG  1000 ハンドヘルドトランスミッター用に、さまざまなコンデ
ンサーあるいはダイナミックタイプのマイクカプセルが用意されて
います。詳細は、38ページ「第7章　別売アクセサリー」 をご
覧ください。

 0 ハンドヘルドトランスミッターのマイクカプセル取り付け用ネ
ジ（1 ）に希望のマイクカプセルを載せ、時計回りに締め付け
ます。

 0 マイクカプセルを交換する場合、マイクカプセルを反時計回り
に回してトランスミッターから外します。

 0 マイクカプセルを交換するとき、事前にハンドヘルドトランス
ミッターの電源をオフにしてください。

TG  V50w

単一指向性ダイナミックマイクカプセルで、ボーカルに最適です。
ピックアップエリアが非常に広く、フィードバックに強いです。

TG  V56w

単一指向性コンデンサーマイクカプセルで、ソロシンガーや会議、
スピーチなどの用途に最適です。
トレブルを少しブーストしていますので、フィードバックに強いで
す。

TG  V70w

超指向性ダイナミックマイクカプセルで、ボーカルに最適です。
パワフルなサウンド。
フィードバックに非常に強いです。
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第3章　TG  1000  UHF ハンドヘルドトランスミッター

電池をセットする

2

5

1. 電池ケース部カバー（2 ）を反時計回りに回します。
2. 電池ケース部カバー（2 ）をアンテナ側にスライドします。
3. 電池ケース部（5 ）の表示に合わせて、単3形電池（アルカリ

乾電池またはニッケル水素電池）2本をセットします。
4. 電池ケース部カバー（2 ）を上側スライドし、時計回りに回し

て締めます。
5. 現在の電池の状況がハンドへルドトランスミッターのディス

プレー（6 ）およびレシーバーのディスプレー（8 ）に表示さ
れます。

メモ
 i 同期を行う前に、メニュー画面の“Battery” 項目で使用する電
池の種類が正しく設定されていることを確認してください。（→ 
14ページ「電池の種類の設定（Battery）」）

 i 電池残量が少なくなると、ハンドヘルドトランスミッターのディ
スプレー（6 ）に空の電池マークが点滅します。この場合は、
直ちに新しい電池と交換してください。

ハンドヘルドトランスミッターの操作方法

6

7

7 7

 0 ハンドヘルドトランスミッターのディスプレー（6 ）にホーム
画面が表示されるまで電源ボタン（7 ）を押し続けて、ハンド
ヘルドトランスミッターの電源をオンにします。

 0 ハンドヘルドトランスミッターのディスプレー（6 ）に電池残
量と名前（レシーバーのディスプレー（8 ）の1行目に入力し
た名前）が表示されます。

 0 2行目に、チャンネルと周波数グループまたは周波数が設定に
応じて表示されます。
ハンドへルドトランスミッターの電源ボタン（7 ）を押すと、
2行目に以下の詳細情報が順次表示されます。
詳細情報： RFパワー、電池残量、マイクカプセル、暗号化ステー

タス、パワーロック機能の設定状態

 0 電源がオンのときに電源ボタン（7 ）を押したままにすると、リー
ジョンコードとバージョン番号が表示されます。

 0 トランスミッターとレシーバーが同じ周波数で動作しているこ
とを確認してください。

 0 ハンドヘルドトランスミッターは、広いダイナミックレンジを
持っています。そのため、レベルを設定するスイッチがありま
せん。低い信号に対しては、レシーバーの “Digital Gain” を上
げることによって、オーディオレベルを上げることができます。
詳しくは、13ページ「デジタルゲインを設定する（Digital  
Gain）」 をご覧ください。

 0 トランスミッターの電源をオフにするには、ハンドヘルドトラ
ンスミッターのディスプレー（6 ）に “Off” が表示されるまで、
電源ボタン（7 ）を押し続けます。

 0 パワーロック機能が有効な場合、ハンドヘルドトランスミッター
の電源をオフにすることができません。この場合、ディスプレー
に “Power Locked” が表示されるまで、電源ボタン（7 ）を押
し続け、ボタンを放して、ディスプレーに “Off” が表示される
まで、再度ボタンを押し続けます。以上の操作によって、ハン
ドヘルドトランスミッターの電源をオフにすることができます。
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第3章　TG  1000  UHF ハンドヘルドトランスミッター 

同期／受信した周波数をトランスミッターに
送信する方法

4 5 5

5

 0 周波数その他のレシーバー設定をトランスミッターに送信する
には、レシーバーのチャンネル1（Q1）あるいはチャンネル2
（Q2）の同期ボタン（5 ）を押します。

 0 トランスミッターの電池ケース部の中に、赤外線インタフェー
ス（4 ）があります。

 0 同期中、電源の入っているトランスミッターの電池ケース部を
開けて、赤外線インタフェース（4 ）を直接レシーバーの赤外
線インタフェース（4 ）の正面に向けます。

 0 同期が終了すると、ディスプレー（8 ）に “SYNC successful” 
が表示されます。

メンテナンス

 0 ハンドヘルドトランスミッターを湿気や衝撃から守ってくださ
い。また、トランスミッターを落とさないでください。

 0 金属表面を拭く場合は、変性アルコールまたはアルコールを含
ませた柔らかい布で拭いてください。

 0 マイクのサウンドが鈍ってきた場合、以下の手順にしたがって
直ちにポップシールドを掃除してください。

 o マイクグリルを反時計回りに回します。

 

TG  V90wの場合は、小さなネジを取り外してから マイクグ
リル上部を回します。

[TG  V90wの場合]

TG  V96wの場合は、 マイクグリルを取り外してからワイ
ヤーメッシュ・ポップシールドを取り外して掃除してくださ
い。

[TG  V96wの場合]

 o スポンジのポップシールドを取り出します。必要であればピ
ンセットを使い、きれいな流水で洗います。

　

 o 必要であれば、中性洗剤など刺激の弱い洗剤をご使用くださ
い。

 o 洗浄後、ヘアドライヤーを使って乾かすか、あるいは自然乾
燥させます。

 o マイクグリルの内部と外部を洗います。軽く濡らした布を使
うか、あるいは柔らかいブラシを使って流水の下で洗います。
洗浄後、自然乾燥させます。

 o マイクグリルは、食器洗い機で洗わないでください。

 o 乾いたポップシールドをマイクグリルの内部に入れ、マイク
グリルを時計回りに回して元に戻します。
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第4章　TG  1000  UHF ベルトパックトランスミッター

各部の名称

7 11

6

1 2 3 4 5

9

8 10

1  4ピン  ミニXLRコネクター（マイク／楽器接続用端子）
2  AFピークインジケーター
3  電源ボタン
4  電源ONオンインジケーター
5  アンテナコネクター（SMAソケット）
6  ディスプレー
7  電池ケース部カバー
8  ゲインスイッチ（0dB ／ ‒12dB）
9  電池ケース部
10  赤外線インタフェース
11  ベルトクリップ
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第4章　TG  1000  UHF ベルトパックトランスミッター 

電池をセットする

7 8

1. 電池ケース部カバー（7 ）を左右のくぼみの部分を持ちます。
2. 電池ケース部カバー（7 ）を下側に開きます。
3. 電池ケース部（5 ）の表示に合わせて、単3形電池（アルカリ

乾電池またはニッケル水素電池）2本をセットします。
4. 電池ケース部カバー（7 ）を上に上げて閉めます。

マグネットの働きによってキッチリと閉じることができます。
5. 現在の電池の状況がトランスミッターのディスプレー（6 ）お

よびレシーバーのディスプレー（8 ）に表示されます。
メモ
 i 同期を行う前に、メニュー画面の“Battery” 項目で使用する電
池の種類が正しく設定されていることを確認してください。（→ 
14ページ「電池の種類の設定（Battery）」）

ベルトパックトランスミッターの操作方法

1 2 3 4 5

6

 0 マイクまたはWA-CGI楽器ケーブルを 4ピン  ミニXLRコネク
ター（1 ）に接続します。

 0 SMAコネクターの付いた付属のアンテナを、 アンテナコネク
ター（5 ）に接続します。

 0 ディスプレー（6 ）にホーム画面が表示されるまで電源ボタン
（3 ）を押し続けて、ベルトパックトランスミッターの電源をオ
ンにします。電源ONインジケーター（4 ）が緑色に点灯します。

 0 ディスプレー（6 ）に電池残量と名前（レシーバーのディスプレー
（8 ）の1行目に入力した名前）が表示されます。

 0 2行目に、チャンネルと周波数グループまたは周波数が設定に
応じて表示されます。電源ボタン（3 ）を短く押していくと、
2行目に以下の詳細情報が順次表示されます。
詳細情報： RFパワー、電池残量、マイクカプセル、暗号化ステー

タス、パワーロック機能の設定状態

 0 電源がオンのときに電源ボタン（3 ）を押したままにすると、リー
ジョンコードとバージョン番号が表示されます。

 0 トランスミッターとレシーバーが同じ周波数で動作しているこ
とを確認してください。

 0 トランスミッターの電源をオフにするには、ディスプレー（6 ）
に “Off” が表示されるまで、電源ボタン（3 ）を押し続けます。

 0 パワーロック機能が有効な場合、ベルトパックトランスミッター
の電源をオフにすることができません。この場合、ディスプレー
（6 ）に “Power Locked” が表示されるまで、電源ボタン（3 ）
を押し続け、ボタンを放して、ディスプレー（6 ）に “Off” が
表示されるまで、再度ボタンを押し続けます。以上の操作によっ
て、ベルトパックトランスミッターの電源をオフにすることが
できます。
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第4章　TG  1000  UHF ベルトパックトランスミッター

受信機で設定した周波数やその他のセッティ
ングをトランスミッターに送信する方法

4 5 5

10

 0 周波数その他の設定をレシーバーからトランスミッターに送信
するには、レシーバーのチャンネル1（Q1）あるいはチャンネ
ル（Q2）の同期ボタン（5 ）を押します。

 0 トランスミッターの電池ケース部（9 ）の中に、赤外線インタ
フェース（10）があります。

 0 同期中、電源の入っているトランスミッターの電池ケース部カ
バー（7 ）を開けて、赤外線インタフェース（10）を直接レシー
バーの赤外線インタフェース（4 ）の正面に向けます。

 0 同期が終了すると、 “SYNC successful” が表示されます。

ゲインスイッチの使い方

1 2 3 4 5
8

 0 ベルトパックトランスミッターには、-12dBのアッテネーター
機能が付いていますので、楽器用ケーブルを使ってレベルの高
い信号ソース（アクティブピックアップの付いたエレキギター
やエレキベースなど）を接続することができます。この場合、
ゲインスイッチ（8 ）を「‒12dB 」に設定します。
これらの信号を同じレベルでレシーバーに出力するには、メ
ニュー画面の “Analog Out” 項目を “+12dB” に設定してくだ
さい。詳しくは、14ページ「アナログ出力レベルを設定する
（Analog  Out）」をご覧ください。

 0 エレクトレットマイクをトランスミッターのピン ミニXLRコネ
クター（1 ）に接続する場合、ゲインスイッチ（8 ）を「0dB 」
に設定する必要があります。
非常に低い信号でも歪みが起きる場合、感度の低いマイクを使
う必要があります。なぜなら、マイク内部ですでに歪みが起き
ているからです。

 0 レベルの低い信号に対しては、レシーバーの “Digital Gain” を
上げることによって、オーディオレベルを上げることができま
す。詳しくは、13ページ「デジタルゲインを設定する（Digital  
Gain）」 をご覧ください。
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第4章　TG  1000  UHF ベルトパックトランスミッター 

ベルトクリップの取り付け方法

11 11

 0 ベルトパックトランスミッターには、トランスミッターを服、
ベルト、ギターストラップなどに装着するためのベルトクリッ
プ（11）が2つ付属しています。

 0 ベルトクリップ（11）を持ち上げることにより、ベルトパック
トランスミッターから取り外すことができます。

 0 ベルトクリップ（11）は、垂直方向または水平方向に取り付け
ることができます。
垂直方向：トランスミッターを服やベルトに取り付ける場合
水平方向： トランスミッターをギターストラップに取り付ける

場合
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第5章　全てのトランスミッターに共通の注意

 0 トランスミッターの電池残量を確認して、必要に応じて交換す
るか充電してください。新品のアルカリ乾電池またはニッケル
水素電池をお使いください。

 0 電池を交換する前に、トランスミッターの電源を切ってくださ
い。

 0 トランスミッターを数週間あるいは数ヶ月使用しない場合、電
池を取り出してください。長期間電池を使用しないと、液が漏
れて部品を腐食させることがあります。この場合は、修理はで
きません。全ての保証は無効になります。電池に「leak  proof」
と表示してあっても、液漏れしない保証はありません。

 0 時々、アルコールを含ませた柔らかい布を使って、電池の接点
を清掃することをお勧めします。

 0 使用済みの電池は、各自治体で決められたルールにしたがって
廃棄してください。

 0 本機で単3形ニッケル水素電池を充電することはできません。市
販の充電器をご使用ください。
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第6章　オーディオレベルについて

TG  1000 の開発において、オーディオを忠実に送信し、シンプル
に取り扱えるシステムを作ることを目標にしました。
実際のアプリケーションにおいて広いダイナミックレンジをカバー
するために、オーディオレベルを調整する方法がいくつかあります。

トランスミッターのレベル設定
TG  1000 システムは、ベルトパックトランスミッターの感度ス
イッチ以外にはトランスミッターのレベル設定がありません。その
代わり、非常に広いダイナミックレンジで、アナログ・デジタル変
換およびコーデックが動作します。必要であれば、あるいは希望が
あれば、トランスミッターを同期したり新しい設定を行うことなく、
レシーバーのボリュームを調節することができます。

ベルトパックトランスミッターのゲインス
イッチについて
このスイッチを使って‒12dBのパッシブが可能です。非常に高い
レベルの信号ソース（アクティブピックアップ付きのエレキギター
やエレキベースなど）を接続するときに、このスイッチが役立ちま
す。
エレクトレットマイク接続時には、ゲインスイッチ（8 ）を「0dB 」
に設定します。非常に高いレベルの信号のときに歪みが起きる場合
は、感度の低いマイクを使う必要があります。というのは、この場合、
マイク自体の内部で歪みが起きているからです。エレクトレットマ
イクの出力レベルは、ベルトパックトランスミッターから供給され
る電圧以上にはなりません。そして、このレベルは0dBポジション
であっても、滑らかに処理されます。-12dBのアッテネーター は
レベルを低減しますが、歪みを回避することはできません。

レシーバーのレベル設定
レシーバーには、出力レベルに影響を与える機能が2つあります。

デジタルゲイン
このパラメーターで、レベルをデジタル的に高めることができます。
ゲインは0dB ～＋30dB（3dBステップ）の範囲で設定できます。
想定以上のレベルの信号を入力したとき、リミッターが働いて、設
定したゲインが一時的に下がります。したがって、D/Aコンバーター
のオーバーロードおよびそれに伴う聴感上の歪みを避けることがで
きます。

アナログ出力
このパラメーターで、出力段のゲインをアナログ的に変更できます。
0dBと＋12dBの2つの設定があります。＋12dBに設定すると、
ダイナミックレンジを犠牲にすることなく出力レベルが12dB上が
ります。アナログ出力端子に接続されるデバイスが高い入力レベル
を必要とする場合（ミキサーのライン入力など）や、ベルトパック
トランスミッターの‒12dBのアッテネーター を使うことによるレ
ベルロスを補う場合、＋12dBに設定することをお勧めします。

システム全体による増幅度
システム全体としてのゲインは、3つの調整値（ゲインスイッチ、
デジタルゲイン、アナログ出力）を足し合わせることによって簡単
に計算できます。
これら3つの値が全て0dBに設定されている場合、出力レベルは入
力レベルと同じになります。例えば、楽器ケーブルを接続したベル
トパックトランスミッターを使う場合、TG  1000 は「ワイヤレス
ケーブル」のように働きます。ディストーションの掛かったギター

。すでじ同と合場たっ使をルブーケ」なルアリ＝の際実「、はドンウサ
ハンドヘルドトランスミッターを使う場合、出力レベルは同等のワ
イヤードマイクの出力レベルと同じです（ただし、V90ｗ リボン
マイクカプセルの場合を除きます。このマイクカプセルでは、S/N
比をより良くするためにゲインがマイクカプセル自体の中で与えら
れています）。
ベルトパックトランスミッター側で‒12dBのアッテネーター を必
要とするような音の大きい楽器の場合、 “Analog Out” パラメー
ターを＋12dBに設定することにより、出力レベルを入力レベルに
合わせることができます。こうして、「ワイヤレス・ケーブル」と
いう目的は保たれます。

ブロックダイヤグラム

ベルトパックトランスミッターのオーディオレベル

ハンドヘルドトランスミッターのオーディオレベル

レシーバーのオーディオレベル
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第7章　別売アクセサリー

デジタルUHFダイバシティレシーバー用

アンテナスプリッター
WA-AS6   ：6系統アンテナスプリッター（BNC接続、DC8Vをアンテナに供給、470 ー 790MHz）

アンテナ
WA-ATD   ：UHF指向性アンテナ（BNC接続、470 ー 790MHz）
WA-ATO   ：UHF無指向性アンテナ（BNC接続、470 ー 790MHz）

ケーブル
WA-AC5  ：50Ω同軸ケーブル・10m（BNCコネクター付き）
WA-AC10  ：50Ω同軸ケーブル・10m（BNCコネクター付き）
WA-AC25  ：50Ω同軸ケーブル・10m（BNCコネクター付き）
WA-CKF   ：フロントアンテナ取り付け用BNCケーブル（TG  1000シリーズ用）
WA-CKL   ：BNCカスケード接続用延長ケーブル（TG  1000シリーズ用）
WA-CGI   ：ミニXLR4pin ー TS標準ジャック変換ケーブル（TG  1000シリーズ用）

アンプ
WA-AMP  ：アンテナ用アンプユニット（アンプ出力切り換え：5/10/15/20dB、470 ー 790MHz）

デジタルUHFハンドヘルドトランスミッター用

交換用マイクカプセル
TG-V50w  ：TG  1000用ダイナミック型マイクカプセル
TG-V56w  ：TG  1000用コンデンサー型マイクカプセル
TG-V70w  ：TG  1000用ダイナミック型マイクカプセル
TG-V90w  ：TG  1000用ダイナミック（リボン）型マイクカプセル
TG-V96w  ：TG  1000用コンデンサー型マイクカプセル

デジタルUHFベルトパックトランスミッター用

接続可能マイク
TG  L55c  ：無指向性コンデンサー型アナウンス用ラベリアマイク（黒）
TG  L55c  tan  ：無指向性コンデンサー型アナウンス用ラベリアマイク（肌色）
TG  H54c  ：単一指向性（カーディオイド）コンデンサー型ヘッドセットマイク（黒）
TG  H54c  tan  ：単一指向性（カーディオイド）コンデンサー型ヘッドセットマイク（肌色）
TG  H55c  ：無指向性コンデンサー型ヘッドセットマイク（黒）
TG  H55c  tan  ：無指向性コンデンサー型ヘッドセットマイク（肌色）
TG  H74c  ：超単一指向性コンデンサー型ヘッドセットマイク（黒）
TG  H74c  tan  ：超単一指向性コンデンサー型ヘッドセットマイク（肌色）
TG  H75c  ：無指向性コンデンサー型ヘッドセットマイク（黒）
TG  H75c  tan  ：無指向性コンデンサー型ヘッドセットマイク（肌色）
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第8章　仕様

デジタルUHFダイバシティレシーバー

動作原理
UHF帯　デジタル変調　トゥルーダイバーシティ方式

周波数帯
470MHz ～ 714MHz（Region  E：日本仕様）

周波数特性
20Hz ～ 20kHz

ダイナミクスレンジ
116dB ／ 128dB（TG1000BT  +12dB  Pad：ON） 

最大出力レベル（XLR）
+18dBu（0 ～ 30dBのデジタルゲイン調節、+12dBのアナ
ログブースト機能あり）

ヘッドホン出力
切り換え式、ボリューム調節付き

遅延
2.1ms（送信機から受信機までのシステム全体の数値）

オーディオコーデックおよび暗号化
トリプルプレイコーディック    
（beyerdynamic独自の16ビットパターンによる暗号化）

ディスプレー
有機EL

電源
AC  100 ～ 240V

消費電力
12W

重量
3.2kg

外形寸法
420  x 43  x 242mm（幅  x 高さ x 奥行き）

アンテナ接続端子
BNC入力  x2、BNC出力  x2

動作温度
0 ～ 55℃

デジタルUHFハンドヘルドトランスミッター

動作原理
UHF帯　デジタル変調

周波数帯
470MHz ～ 714MHz（Region  E：日本仕様）

周波数特性
20Hz ～ 20kHz

ダイナミクスレンジ
116dB（A-weighted）

オーディオコーデックおよび暗号化
トリプルプレイコーディック    
（beyerdynamic独自の16ビットパターンによる暗号化）

空中線電力（送信出力）
5mW （RF  Power  Standard）／ 22mW（RF  Power  High）

ディスプレー
有機EL

最大送信可能距離
最大300m（最適条件下）

電源
単3形電池2本

電池持続時間
約8時間（ニッケル水素電池使用時、RF  Power  Standard）

重量
152g（電池およびマイクカプセルを除く）

外形寸法
200  x φ36mm（全長  x 直径）

デジタルUHFベルトパックトランスミッター

動作原理
UHF帯　デジタル変調

周波数帯
470MHz ～ 714MHz（Region  E：日本仕様）

周波数特性
20Hz ～ 20kHz

ダイナミクスレンジ
116dB（A-weighted）／ 128dB（+12dB  Pad：ON）

オーディオコーデックおよび暗号化
トリプルプレイコーディック    
（beyerdynamic独自の16ビットパターンによる暗号化）

空中線電力（送信出力）
8mW （RF  Power  Standard）／ 40mW （RF  Power  High）

ディスプレー
有機EL

最大送信可能距離
最大300m（最適条件下）

アナログ入力端子
4ピン  ミニXLRコネクター     
  （1：GND、2：In-1、3：In-2、4：+5V）

最大入力レベル
+18dBu

電源
単3形電池2本

電池持続時間
約8時間（ニッケル水素電池使用時、RF  Power  Standard）

重量
102g（電池を除く）

外形寸法
59  x 94  x 26mm（幅  x 高さ x 奥行き）

アンテナ端子
SMAコネクター
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第8章　仕様

WA-AS6  6系統アンテナスプリッター

対応周波数帯
470MHz ～ 790MHz

接続端子
BNCメス

重量
1.12kg

外形寸法
484  x 44  x 90mm（幅  x 高さ x 奥行き）

WA-AMP  アンテナ用アンプユニット

対応周波数帯
470MHz ～ 790MHz

接続端子
BNC

アンプ増幅値
5/10/15/20dB（切り換え式）

供給電圧
8V

消費電力
70mA

重量
40g

外形寸法
76  x 25  x 19mm（幅  x 高さ x 奥行き）
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Printed  in Japan

この製品の取り扱いなどに関するお問い合わせは
 オーディオブレインズまでご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、土・日・祝日・

弊社休業日を除く10:00 ～ 18:00 です。
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